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 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 基準認証ユニット産業基盤標準

化推進室（〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1）にご連絡ください。 

 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査

会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本印刷

産業連合会(JFPI)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これ

によって，JIS Z 8208:1965 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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印刷校正記号 
Symbols for text correction 

 
序文 

この規格は，印刷校正記号を規定し，校正の指示内容を明確にすることによって，印刷物作成の能率向

上を図ることを目的としている。 

 

1 適用範囲 

この規格は，印刷物の作成にあたって，校正刷を使用して校正する場合に用いる記号，及び電子原稿の

出力見本に組版指定を施す場合に用いる記号について規定する。ここで規定する校正記号は，主に文字・

記号の種類・属性・配置位置などの修正の指示及び組版指定について適用する。 

なお，手書きによる原稿等に組版指定を施す場合にも，この記号を準用する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS X 4051 日本語文書の組版方法 

JIS Z 8125 印刷用語－デジタル印刷 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS X 4051 及び JIS Z 8125 によるほか，次による。 

3.1 

アンチック体 

画線を肉太に設計した平仮名及び片仮名のフォント。ただし，画線の太さは一様ではない。 

3.2 

（文字の）送り 

文字・記号の挿入・削除，書式の変更などによって文字・記号を前行又は次行に移動させること。 

3.3 

（行の）送り 

文字・記号の挿入・削除，書式の変更などによって行を前ページ若しくは次ページ，又は前段若しくは

次段に移動させること。 

3.4 

指示の文字・記号 

校正刷又は出力見本に印刷されている文字・記号ではなく，校正刷又は出力見本に加えられた修正のた




